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	２ 活動実施の成果と今後の課題
	① 活動実施の成果  -活動参加者は 20 代〜70 代といった多世代で構成され、かつ、地域住民、市内学生、市外か らの専門家と幅広くから集まり意見交換をしたことで、地域に対する視点や興味の違いが浮 き彫りになり、坂越の魅力発掘に新たな目線で取り組めた。  -組織または一部専門家が独断で決定するのではなく、さまざまな人物構成による多様な意見 をワークショップ形式で組み上げひとつにまとめる形式をとることで、来街者目線に立った 情報編集を行うことができた。  -長年着手していなかった館内の展示物や情報を整理する機会を得たことで、坂越の観光案内 所として伝えるべき地域の魅力を整理し、観光客に対して伝わりやすい情報展示へと改変で きた。
	② 今後の課題  -スタッフのマンパワー不足により、実務に取り掛かる時間の確保に苦労した。体制強化を図 りたい。  -館内展示の順路がわかりにくいため、サイン掲示の必要がある。  -展示物(銀行時代のハンコ等)を見やすく展示できるよう、什器の改変に取り掛かる必要があ る。  -現状、以前 1 階で展示していた物品はまちなみ館 2 階に集約している。1 階展示空間との差 別化を図りつつ、今年度は2階展示空間の整備に取り掛かりたいと考えている。
	３ 実施活動の写真
	写真のコメント
	フィールドワークの様子
	（ただし、別紙４全体で、用紙Ａ４サイズで５枚以内としてください。）


